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こ
れ
ま

で
北
海
道

に
は
数
多
く

の
物
債
調
査

と
、
そ
れ

に
も

と
つ
く

少
な
か
ら
ざ

る
物
慣
指
数

が
あ
り
な
が
ら

、
そ

の
利

用
債
値
は
必

す
し
も
高

い
と
は
い

い
え
な

い
歌
態

に
あ

つ
た
。
も
と
よ
り
完

壁
な
物
償
指
敏

と

い
う
も

の
は
、
理
論
的

に
い
り
て
も
、
技
術
的

に
み
て

ロ

も
、
現
在

の
と

こ
ろ
不
可
能

な
作
業

に
属
す

る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
本
道

の
物
償
指
敏

の
信
頼

性

の
低

い
こ
と

の
主
た

る
原

因
は
、
む
「し

ろ
品
目
構
成

や
ウ

エ
イ
ト
な
ど

の
、
技
術
的
な
第
二

の
段
階

と
も

い
う

べ
き
と

こ
ろ

に
お
い
て
、
既

に
つ
ま

つ

い
て
い
る
た

め
で
あ
り
、

改
善

の
余
地
が
頗

る
多
く
淺

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
北
海
道
経
濟

に
關
レ

て
、
貨
幣
評
償
額

に
よ

る
い
ろ
い
ろ
な
名
目
額

の
時
間
的
な

攣

化

を
分
析
す

る
た
め
に
も
、

ま
た
物
債

攣
動

の
態
檬
そ
れ
自
燈

の
分
析

の
た

め

に
も

、
こ

の
面

の
開

拓
は
不
可
欠

の
事
柄

と
い
わ
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
意
味

に
お

い
て
去
る
二
十
七
年
九
月

の
浩
費
者
物
償
指
数

の
改

正
は
、
札
幌
市
及

び
帯
廣

市

に
つ
い
て
、

現
在

ま

で

の
と
こ
ろ
最
も
信
頼

性

の
あ
る
指
敏
を
供
給

し
、
か

つ
今
迄

か
く
さ
れ

て
い
た
諸
問
題
を
明

る
み

に
持
ち
出
す

も

の
で
あ

つ
た
と

い
え

(1

)

よ

う

。

〆
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1

筆
暑

に
曾

つ
て
、
道

内

に

お
け
ろ
物
債

調
査

と
物
債
指

…敷

の
飛
況

な
概
観

し
、

品
目

及
び
銘

柄
、

便

格
條
件
、
類

別
構

成
、
基
準
時
、

ウ

エ
イ

ト
な

4

}

鴨

札

幌

市

の

物

債

指

一数
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商

學

討

究

第
三
巻

第
四
號

ど
の
諸
貼

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
技
術
的
な
面
か
ら
若
干

の
検
討
を
試
み
穴
。

(
北
海
道
立
勢
働
科
學
研
究
所

・
研
究
調
査
報
告
第
五
十

二
號
及
び
五

〇

十
三
號

「
本
遣

の
物
個
指
敷
に
關
す

ろ
研
究
」

二
十
七
年
二
月
)

塞
稿
は
そ
の
補
完
な
目
的
と
す

る
。

、

弼

ち
な
み
に
筆
者

の
知
り
え
☆
も

の
の
み
で
も
、
昭
和
二
十
六
年
十

一
月
現
在
に
お

い
て
、
道
内

の
物
債
調
査
は
十
四
種
、
物
債
指
敷
は
十
四
種
を
算
え

る
。

(
六
だ
し
各
市
町
の
商
工
會
議
所
で
隻
施

の
調
査
及
び
指
数
な
も
別
個

に
加
算
す
ろ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

三
十
種
及
び

二
十
七
種
と
な
ろ
)

=

 

〆

從
來
ま
で
實
質
道
民
所
得
の
攣
化
と
か
、
實
質
賃
金

の
攣
化
を
考
究
す
る
場
合
、
通
常
消
費
者
物
慣
指
敏
の
全
都
市
が
利
用
さ
れ
て
い

　
　

ね

　

た

。
そ

の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
恐
ら
く
、
道
内

で
計
算

さ
れ

て
い
る

い
か
な

る
指
数
を
用

い
る
よ
り
も
、
札
幌
市

と
　帯
廣
市
も

し
く
は
夕

張
市

の
含

ま
れ

て
い
る
二
+
八
都

市
挙
均

の
も

の
を

使

用
す

る
こ
と
が
、
幾

分

で
も
實
情

に
近

い
と

い
う
こ
と
で
あ

つ
た
と
思

わ
れ

る
。

し

か
し
改

正
溝
費
者

物
償
指
数

が
公
表

さ
れ
た
こ
と

に
よ

つ
て
、
改
め

て
具
膿
的

に
明
示

せ
ら
れ

た
事
柄

は
、

二
十

六
年

一
月
か
ら

約

二

十

ケ
月
間

の
短

か

い
期
聞

に
お

い
て
す
ら
、
二
十
八
都
市
李
均
指
数

と
札
幌

市

の
そ
れ

と
が
、
か
な
り
そ

の
動

き
を
異

に
し
て

い
る
と

い

う

こ
と
で
あ

つ
た
汐
,

2

最
近
の
例

と
し
て
は
、
例
え
ば
北
海
道
総
合
開
壷
委
員
會
事
務
局

「
昭
和
二
十
五
年
度

・
分
配
道
民
所
得
調
査
報
告
」

(
二
+
七
年
九
月
)
九
頁
、

道
立
勢
働
科
學
研
究
所
研
究
調
査
報
告
第
五
十
六
貌

「
木
道
賃
金
資
料

と
現
状
分
析
(
1
)
」

(
二
+
七
年
四
月
)
四
〇
頁

(
た
だ
し
同
頁
第
二
+
三
表

の
註
2
に
、
消
費
者
物
債
指
敷
に
東
京
都
の
も
の
と
あ
ろ
の
は
、
職
前
基
準
は
東
京
都

・
職
後
基
準
は
全
部
市
の
誤
り
で
あ
ろ
う
)
。

　
　

　

第

一
表

は
該
指
激

の
札
幌
市

に
關

す
る
も

の
で
あ

る
が
、
第

二
表
に
掲
げ
た
全
都
市
卒
均
と
封

比
し

て
み
る
な
ら
ば

、
前
者

に
お
け
る

上
昇

の
傾
向

が
急
激

で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か

に
察
知

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
特

に
主
食

・
佳
居

p
雑

費
指
敏

に
お

い
て
そ

の
傾
向

は
著

し

い

も

の
が
あ

る
。

い
ま
試

み
に
、
総

合
指
敏

に
お
け
る
漸
増

傾
向

に
、
最

小
自
乗
法

に
よ

つ
て
直
線

を
當

て
は
め
る
な
ら
ば
、
札
幌
市

の
方

向

係
数
は
プ

ラ

ス
○

・
九
九
強
と
な
り
、
全
都

市

の
そ
れ

は
プ
ラ

ス
○

・
五
四
弱

に
す
ぎ
な

い
。
す

な
わ
ち
札
幌

市

の
総
合
指
数

は
、

こ

、
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(第一表)札 幌 市

線 合 食 料 (主 食 ,) (非主食) 被 服 光 熱 住 居 雑 費

26年1月 89.6 89.4 87.3 90.4 95.2 84.6 82.1 90.1

2 92.1 91.4 88.9 92.7 102.2 87.4 83.8 90.3

3 95.9 95.6 89.5 98.6 109.4 89.7 85.3 92.1

4 97.0 96.9 90.7 100.0 107.5 94.2 87.3 93.5

5 101.9 104.7 90.9 111.7 102.4 93.3 92.1 100.9

6 99.2 100.6 92.2 ユ04.9 98.0 934 96.9 99.8

7 99.4
4

100.1 93.3 103.6 97.3 99.2 97.1 100.0

8 104.2 106.8 113.3 103.5 96.4 104.1 113.7 100.7

9 105.6 106.8 111.7

い

104.3 ,96.3 106.6 114.5 106.8

10 105.5 103.4 113.7 98.2 102.3 115.4 ll5.5
◎

106.2

11 104.4 101.4 113.4 95.3 97.6 115β 115.9 109.4

12 105.3 102.9 115.0 96.8 96.5 116.7 115.8 110.1

27年1月 109.1 107.9 113.8 104.9 94.5 118.3 117.8 117.3

2 109.0 103.1 114.6 〆104 .8 92.5 118.4 118.1 】17.7

3 110.7 111.3 121.4 106.2 91.7 118.1 118.2 118.4

4 109.2 109.1 123.4
'

101.8 86.9 121.3 120.6 1ユ&1

5 109.5 107.4 122.5 99.8 83.8 121.8 121.8 125.5

6 112.2 113.1 123.7 107.8 82.7 120.2 119.4 127.3

7 113.5 115.9 123.6 111.9 83.5 120.3 ll8.4 126.5

8 110.2 109.1 116.3 105.4 83.7 120.3 120.1 126.1

9 108.7 105.9 ユ14.6 101.4 85.1 120.3 ユ20.8 125.6

 

札

幌

市

の
「
物

債

指

数

の
二
十

一
ケ
月
間

に
お

い
て
李
均
大

艦

一
・
0
す

つ
上

昇
し
て
い
る

に
か

か
わ
ら
ず
、
全
都

市

の

傾

伺

は
約

○

・
五
す

つ
上
昇

し

て
い
る
と
と

に

な

る
。
参
考
ま

で

に
、
東
京
都

(
第

三
表
)

の
そ
れ
は

プ

ラ

ス
○

・
四
四

弱
、
帯
廣
市

に
つ

い

て

は

ブ

ラ

ス

○

・
八
四
弱

が
得

(
4

)

ら

れ

る
。
從

つ
て

も

し
も
全
都
市
指

救
を
本
謹

適
用

.
捌

'

O



銘

(第二表)全 都 市

噛

'

商

學

討

究

第
三
巻

第
四
號

総 合 食 料 (主食) (非主食) 被 服 光 熱 住 居 難 費

26年1月 92.6 91.1 91.7 90.7 101.8 98.2 89.2 89.8

2 96.0 95.0 92.1 96.8 109.3 95.7 92.5 90.4

3 98.7 98.1 93.3 101.1 113.7 94.3
じ95
.5 92.3

4 99.4 100.5 93.6 104.8 106.7 88.3 99.5 94.4

5 98.8 98.1 93.6 100.9 103.6

■

89.7 100.8 99.2

6 97.9 97.3 93.9 99.4 99.3 90.7 101.1 10L1

7 97.8 97.4 95.0 98.9 96.4 92.8 101.4 100.3
,

8 102.2 105.3 109.2 102.8
噛

91.7 103.5 102.1 100.8

9 103.3 105.1 109.2・ 102.5 93.1 105.1 102.7 104.9
、

10 104.3 105.3 110.q 102.4 94.9 107.1 104.0 107.1

11 104.5 103.6 109.4 100.1 95.2 117.0 105.2 109.6

12 104.4 103.0 108.9 99.4 94.5 117.3 105.9 111.0

27年1月 1Q4.9 103.4 108.5 100.4 92.2 117.2 107.5 113.8

2 104.4 103.3 108.2 100.2 89.8 116.5 108.3 113.3

3 104.7 104.2 108.3 101.6 87.2 117.2 108.8 114.1

4 104.9 104.8 108.8 102.3 84.4 11α5 109.1 116.2

5 104.0 102.5 108.8 98.8 84.3 115.9 109.2 116.3

6 104.3 103.2 111.2 98.4 84.1 115.4
「

亀

109.2 116.7

7 105.6 105.5 111.8 101.8 84.8 115.1 108.9 116.5

8 105.9 105.8 111.3 102.3 85.0 115.2 108.9 117.1

9 105.7 105.0 111.4 101.1 84.8 115.8 109.4 117.9

O

す

る
な

ら

ば
、

こ

の
上

昇

傾
向

が
過

少

に
評

慣

さ
れ

、

あ

る
名

目

額

に
樹

す

る

デ

フ

レ
ー
タ

ー
と

し

て
用

い

る

場

合

、

そ

の
實
質

的

な

レ
ベ

ル
が
過

大

評

償

を

う

け

る

こ
と

に
な

る
。

3

総

理
府
統
計
局

編

「
小
賓
物
頂
統

計
調
査
報
告
」
各

貌

に
よ
ろ
。
第

二

表
及
び
第
三
表
も

.
同
じ
。

4

二
十
山ハ
年
十

一

月
な

図
H
O
と
す

る
直
線

の
方
程
式

に
左

の
ご
と
し
。

482
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O

9

も

き

電

計

圃

11

HO
鼻・ωO

十

〇
。O
O
図

趨

騒

葛

目

11

HO
gゆ.ひ
刈

十

〇
・GQ劇
図

曄

雲

一苛

圃

"

HO
卜o」
.H

十

〇・い
群
図

渇

轍

製

団

11

H
2
・co
H
+

O
.虐
図

.

と
同

時

に
、

本
道

の
物

償
が

結

局

に
お

い

て
東

京

の
物
債

に
依
存

し

て

い

る
、

す
な

わ

ち

若

干

の
時
間

的
な

ラ

ツ
グ

を
も

つ
て

追

随
し

て

い
る
と

い
う
常

識

的

な
解

繹

が
、

い
ろ

い
ろ

な

モ
デ

フ
ィ
ケ

イ

シ
.
ン
を
受

け

ね

ば
な

ら

な

い
と

い
う

こ
と

に

も
な

ろ
う

。

い
ま

札
幌

市

と
東

京
都

の
攣

動

關

係

を

、
爾

樹

数

目

盛

り

の
グ

ラ

フ

の
上

に
圖

示
す

る
と
第

一
圖

の
よ
う

に
な

る

の
で
あ

る

が
、

も

し
爾

指
数

の
饗

化

＼

(第 三表)

1棘 都
1

1 帯 廣 市 』

26年1月 93.3 90.8

2 97.3 94.0

●

3 99.5 98.5

4 99.9 99.9

5 99.3 98.9

6 98.7 982

7 97.3 98.3

8 100.8 100.6

9 102.6 102.6

10 103.3 103.9

11 104.1 105.9

12 103.8 108.2

27年1月 104.4 109.4

2 104.2 108.3

3

4

104.9

105.0

107.8
冒

106.9

5 103.7 109.2

6 103.0 ユ08.8

7 104.6 109.8

8 104.3 108.3

9 104.0 工08.8

に
順
相
關

が
あ
れ

ぱ
、
書
か

れ
た
線

は
封
角
線

上

に
あ

る
か
も

し
く
は

こ

れ

に
亭
行

し
、

ま

た
札
幌
市

の
物
便

攣
動

が
、
東
京
都

の
物
慣

の
上
り
下
り

に
繋
し

て

一
定

の
逞

れ
を
も
ち
な

が
ら

追
随
す

る
と

い
う
傾
向

が
あ

る
な
ら
ば
ギ

右
回
蒋

し
な

が

ら
ら

せ
ん
状

に
移
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か

し
圖

に
よ
れ
ば
、
東

京
都

と
札
幌
市

の
相
關
度

は
極

め
て
低

い
よ
う
で
あ
り
、
特

に

二
4.
七
年

に
入

つ
て
か
ら

は
相
關
關

係

が
殆

ん
ど
失

わ
れ

℃
い
る
と
み
ら
れ

、
か

つ
追
随

の
關
係
も
僅

か

に
二
十
六
年

の
前
傘

に
お
い
て

み
ら
れ

る
だ
け
で
、
そ
れ
以
後

は
常

識
と
は
逆

に
、
形
式
的

に
は
む
し
ろ
札
幌
市

の
方

が
先

行

の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。
第

二
固

は
帯
廣

市

と
東
京
都

の
關
係

で
あ
る
が
、

二
十
六
年

に
お

い
て
や
や
相
關

が
み
ら
れ

る
と
し

て
も
、
追
随

の
關

係
は
前

の
場
合

と
同
じ
く
、
最
初

　
ら

ね

は
若

干
追

随
し
、
後

に
は
む
し
ろ
先
行

の
形
を
あ
ら
わ
す

の
で
あ

る
。

と
と
に
示

さ
れ
た

二
十
七

年

の
物
償
攣
動

が
、
あ
る
特

殊
な
事

情

札

幌

市

の

物

僧
…
指

勤
}

483
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商
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東
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■

、

に
強
く
左
右

さ
れ

て
い
る

の
か
ど
う
か
、
問
題

の
解

決

の
た
め

に
は
よ
り
實
質

的
な
分
析

へ
と
進
ま
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
と
も
角
も
、
東

し

ゆ

京
都

の
物
債
攣
動

と
本
道

の
そ
れ
と
を
謝

比
す

べ
き
同

一
地
盤

は
、

こ
の
改
正
指
敏

に
よ

つ
て
始

め
て
用
意

せ
ら
れ

る
に
至

つ
た
、
と

い

ー

.

(
6

)

'

つ
て
も

決

し

て
過

言

で
は
な

い

で
あ

ろ

う

。

'5

ち
な
み
に
、
全
都
市
指
数
と
東
京
都
指
敷

と
は
、
こ
の
期
間
に
お
い
て
か
な
り
密
接
な
相
關
關
係
な
も

つ
て

い
る
。

6

な
お
参
考
ま
で
に
、
北
海
道
商
工
部
交
易
窺
光
課

・
北
海
道
脛
濟
懇
話
會

「
北
海
道
経
濟
動
向

の
分
祈

(
第

一
輯
)
」

(
二
十
六
年
十
二
月
)
は
、

経
濟
審
議
廃

の
週
間
卸
賢
物
債
指
敷

(
六
だ
し
月
指
敷

に
ま
と
め
て
)
と
、
交
易
親
光
課

の
遣
内
卸
費
物
債
指
敷

と
な
用

い
、

二
十
五
年
七
月
か
ら

二

十
六
年
十
月

に
至
ろ
十

六
ケ
月
間
に

つ
い
て
、
東
京
卸
賢
物
債
と
本
道

の
そ
れ
と
の
關
係
な
分
析
し
て
い
ろ
。
(
一
五
-

一
六
頁
及
び
第
九
圖
)

こ
れ

に
よ
れ
ば
、
憂
般
的
に
は
東
京
物
慣

の
上
昇
寧
が
や
や
大
春

い
と
に

い
え
、
極
め
て
密
捧
な
相
關
開
係
な
も

つ
て
お
り
、
そ

の
理
由
は

「
本
道
物
便
の

東
京
物
債

へ
の
追
樋
が
上
昇
期

に
は
す
早
く
、
下
降
期
に
は
緩
慢
で
あ
る
と

い
う
事
情
が
、
動
齪
後
相
當
期
間

つ
づ

い
六
イ

y
7

レ
期
に
お
い
て
、
先

高
豫
想

の
適
中
な
ど

の
六
め
に
時
期
的
ズ

レ
な
清

し
去

つ
れ
と

い
う
こ
と
に
で
琶
な

い
で
あ
ろ
う
か
」

(
一
五
頁
)
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

同
様

の
分
析
に
、
交
易
槻
光
課

「
商
況
速
報

(
第
六
十
六
號
)
」

(
二
十
七
年

一
月
十

一
日
)
七
頁
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、相
關
係
敏
は
O
・九
九
と
計

算

さ
れ
て

い
る
。

"
し
か
し
分
析
者
自
身
も
断

つ
て
あ
る
よ
う

に
、
雨
指
敷

の
比
較
繊
討
の
喪
め
に
は
、
探
用
品
目

の
種
類

・
計
算
方
法
な
ど
、
指
敷

の
性
格
な
全
く
異
に
ー

し
て

い
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
b
、
の
揚
合

の
北
海
道
卸
蜜
物
償
指
敷
は
、
二
十
丑
年
九
月
に
お
け
る
各
週

平

均

卸

賢
償
格

の
、
札
幌

・
小
樽

・
函

館

・
室
蘭

・
旭
川

・
釧
路
六
市

の
準
均
な
基
準
と
す
ろ
、
四
十
三
品
目
の
週
も
し
く
は
旬
相
揚

の
月

準
均

の
前
記

六
市
準
均
債
格
、
算
式
は
箪
純
算
術

亭
均
法
で
あ
ろ
。

・

一
一

91

札
幌
市
に
關
し
て
は
右
の
消
費
者
物
憤
指
数

の
外
に
、
次
の
ご
と
き
各
種
の
浩
費
財
物
慣
指
数
が
あ
る
。
①
札
幌
商
工
會
議
所
調
の
小

費
自
由
物
慣
指
数
、
働
同
じ
く
全
道
主
要
都
市
自
由
物
債
指
数
の
う
ち
札
幌
市
指
数
、
働
北
海
道
商
工
會
議
所
の
札
幌
市
市
場
小
費
債
格

指
敏
、
㈹
北
海
道
新
聞
肚
政
経
部

の
消
費
財
物
償
指
数
、
㈲
北
海
道
商
工
部
商
務
観
光
課
の
北

海

道

小
費
物
償
指
敏
の
う
ち
札
幌
布
指

札

幌

市

の

物

債

指

敷

485
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第
三
巻

第
四
號

(
7

)

数
、
な
ど
で
あ

る
。
①

は
二
十

二
年

一
月

二
十
日
基
準

で
、
六
十
三
品
目

の
軍
純
算
術
李
均
法

に
よ
る
指
藪
、
働

は
同
基
準

で
三
十
五
品

(
8

》

(
9

)

目

の
軍
純
算
術
李
均
法

に
よ

る
も

の
、
働

は
二
十

一
年

一
月
基
準

の
三
十
八
品
目
軍
純
算
術
平
均
法

に
よ
る
も

の
で
あ

る
が
、
基
礎

と
な

(
10

V

つ
て
い
る
デ

ー
タ
は
全
く
同

一
で
、
唯
そ

の
類
別
擁
成

と
品
目

の
選
揮
を
異

に
し

て
い
る
。
㈲

は
、
①

の
類
別
指
敏
を

二
十
四
年
干
均
基

準

に
改

算
し
、

こ
の
類
別

指
敏
を
総

合
平
均
す

る
に
當

つ
て
は
、
消
費
者
慣
格
調
査

の
札
幌

市

の
家
計

支
出
額

の
比
率
を
ウ

エ
イ
ト
と
ず

(
11

)

る
。
㈲

は

二
十
五
年
九
月

の
各
週
卒
均
基
準

で
、
四
十

二
品
目

の
輩
純
算
術
李

均
法

に
よ

る
指
敏

で
あ
る
が
、
現
在

は
公
表

さ
れ

て
い
な

(12
)(13
}

.

い
。7

・
、
の
指
敷

の
毎
月

の
結

果
に
、
札
幌

商

工
會

議
所

「
札
幌

市
小
費
自

由
物
債

表
」

(
謄
爲

印
刷
)

に
ょ

つ
て
蛮
表

せ
ら
れ
る

。
こ

の
調

査
に
昭

和

二

◎

十

二
年

よ
り
縫
績

ぜ
ら
れ

て

い
る
が
、

二
十

三
年

十

二
月
以
前
は
総

李
均
指

数

の
み
で

、
類
別

李
均

の
計
算

は

二
十
四
年

一
月

以
降
で
あ

ろ
。

た
だ

し

現

在

の
ご

と
き
類
別
名
稽

が
附
與

さ
れ

れ

の
は
、

二
十

七
年

二
月

以
降

の
こ
と
で

あ
り
、

ま

れ

二
十

七
年
十

一
月

よ
り

馬
鈴
薯

が

主
食

類
別

か
ら
疏
菓

類

別

に
移
さ
れ
て

い
る
。

な

お
調
査

品
目
に

六
十
四
で

あ

ろ
が
、

こ

の
う

ち

「
き

や
ぺ

つ
」

は
指
数

計
算

に
加

え
ら
れ

て

い
な

い
。
¶

8

こ

の
指
敦

の
毎
月

の
結

果
は
大

体

一
ケ
月

遅
れ

て
、

札
幌
商

工
會
議

所

「
全
道

主
要
都
市

自
由
物
債
指
敷

調
査
表
」

(
謄
爲

印
刷
)
中

に
獲
表

ぜ
ら

れ

る
。

こ
れ
は
道
内
各
市

町

の
商

工
會
議

所

の
小

賢
自

由
物
債

調
査

品
目

の
中

か
ら
、

共
通
す

る
主
嬰
な

三
十

五
品
目
為
と
り
禺

し
、

二
十

二
年

一
月

の
札

幌
市
慣
格

な
基

準

と
す

ろ
指

鍛
存
都

市
別

に
類

別
毎
に
計
算

し
、
更

に
各
都
市

指
数

が
亭
均
さ
れ

て
全
遣

総
準
均
指

敷
と
な

つ

て

い
る
も

の
の

一

部

に
相

當
す

る
。
こ

の
線

李
均
指
数

の
計
算

に
當

つ
て
は
、
資
料

未
着

の
市
町
分
は
除

か
れ

る

の
で

、
含
ま

れ
て

い
る
市

町
は
毎
月
必
ず

し
も
同

一
で

に

な

い
が
、
最

近
て

に
大
体

、
札
幌

・
小
樽

・
函
館

・
室
蘭

・
旭

川

・
釧
路

・
帯
廣

・
北

見

・
岩

見
澤

・
留

萌

・
苫
小
牧

・
稚
内

・
綱
走

・
根
室

の
十

四
市

町

に

一
定

し
て

い
ろ

よ
う
て
あ

ろ
。

'
9

北
海

道
綜
合

経
濟
研
究

所

「
綜
合
経
濟

」

(
月

刊
)
に
褒
表

ぜ
ら
れ

る
。

10

参

考
ま

で
に
類
別

と
品
目
構

成
な
封

比
す
れ

ば
左

の
ご
と
し
。

ω

主
食

(
白
米

・
も

ち
米

・
夢

・
小
萎
粉

乙
そ
ば
紛

・
澱
粉

・
大

豆

・
小
豆

)
、
疏

菓

(
大

根

・
人
参

・
ご
ぼ
う

・
玉

ね
ぎ
・
馬
鈴
薯
)
、
肉

(
牛

肉

.

豚
肉

・
馬
肉

。
鵡
肉

)
、
魚

(
い
か

・
鮪

・
糞

こ

。
い
わ

し

・
す

ろ
め

・
躍
鮭

・
か
れ

い
)
、

嗜

好
品

(
清

酒

・
ピ
ー
ル

.
焼

酎

.
ア

ル

コ
ー
ル

.
煎

茶

・
バ

ツ
ト

・
ビ
ー

ス
)
、
燃
料

(
木
炭

・
コ
ー

ク
ス

・
薪

・
石
炭

)
、
衣
料

品

(
銘
仙

・
毛
糸

・
靴

下

・
足
袋

・
晒
木

綿
・
綿

ネ

ル
・
ス
フ

サ
ー
ジ

.
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綿
縫
糸

・
軍
手
)
、

口
用
品
雑
貨

(
長

靴

・
短
靴

・
地
下
足
袋

・
雨

傘

・
柾
釘

・
更

紙

・
化
粧

石
け
ん

・
電
球

・
れ
☆

み
表

・
バ
ケ

ッ
)
、
調

味
晶

(
醤

油

・
味
噛

・
食
盤

・
食

用
油

・
砂
糖

・
バ

タ
ー

・
卵

・
牛

乳
)
、

果
實

(
り

ん
ご
)
。

②
主
食

(
白
米

・
も
ち
米

・
萎

・
小
変

粉

・
大

豆
)
、
野

菓

(
大
根

・
人
滲

・
ご
ぼ

う

・
馬

鈴
薯

・
・り
ん

ご
)
、

肉
類

(
牛

肉

・
豚
肉

・
鵡
肉

)
、
魚

類

(
い
か

。
い
わ

し

・
す

る

め
)
、

調
味
料

(
醤
油

・
味

噌

・
食
鍵

・
砂

糖

・
食

用
油

・
卵

)
、

酒
類

(
清
酒

・
ピ

ー
汐
)
、

燃
料

(
木
炭

・
薪

)
、

衣
料

品

(
銘

仙

・
靴
下

・
足
袋

・
ネ

〃

・
綿
縫

糸
)
、

日

用
雑
貨

(
雨
傘

・
化
粧

石
け

ん

・
電
球

・
バ
ケ

ッ
)

。

'
③

主
食

品

(
白
米

・
も

ち
米

・
小
萎

粉

・
澱
粉

・
大

豆

・
小

豆

・
馬
鈴
薯
)
、

副
食

品

(
牛

肉

・
鴫
肉

・
豚
肉

・
鴫
卵

・
大
根

・
ご
ぼ
う

・
キ
ヤ

ベ
ツ

・

躍
鮭

)
、
調

味
料

(
醤
油

・
味

囎

・
食

盛

・
砂
糖
)
、
嗜

好

品

(
煙

草

・
清

酒

・
ビ
ー

ル

・
煎
茶

)
、

燃
料

(
石
炭

・
木
炭

・
コ
ー
ク

ス
)
、

衣
料

及

身

廻

品

(
靴
下

・
足
袋

・
軍
手

・
銘

仙

・
糸
毛

・
綿
縫
糸

)
、

日
用

品
雑
貨

そ
、の
他

(
化
粧

石
鹸

・
電

球

・
釘

・
兼
れ

み
表

・
靴

・
ゴ

ム
長
)
。

11

こ

の
指

数

に
、

生
産
財

物
債
指
歎

・
輪

出
品
輩
慣
指
敷

・
輪

入
品
駐
便

指
敷

と
と
も

に
ま

と

め
上
げ

ら
れ

て

い
る
、

同
部
調
総
合

物
債
指
激

の

一
部

な
な

寸
も

の
で

あ
・り
、
結
果
は

北
海

道
緯
濟
懇

話
會

資
料

「
北
海
道
終
濟
動

向

速
報

」

(
謄

爲

印
刷
)
中
に
掲
載
さ
れ
、

そ

の
後

北
海

道
商

工
部
商

務

鯉

光
課

・
北
海

道
輕
濟
懇

話
會

「
北
海

道
輕
濟
動
向

の
分

析
」

に

一
括
霞
表

さ
れ

乃
。
な

お
二
十
七
年

十
月
分
以
降
ば
、

商
務

槻
光
課

「
商
況

速
報
」

(
月
刊

)

に
嚢
表
さ
れ

る
こ
と

に
な

つ
表
。

こ

の
指
数

の
ウ

エ
イ

ト
は

比
較
時

ウ

エ
イ
ト
な
操

用

し
て

い
る
が
、

實
際

ば
當
月

分

の
家

計
支
出
額

の
登

表

が
遅
れ

る

の
で

、
便

宜
的

に
前
年

同
月
め

・支
出
額

の
比
率
な
用

い
て

あ
ろ
。

12

こ
れ

ば
札
幌

・
小
樽

・
画

館

・
室
蘭

・
旭
川

・
釧

路

・
帯
廣

・
北

見

・
留

萌

・
網
走

・
稚
内

・
夕

張

の
十

ご
市
な

と
り
ま

と
め
お
、

同
課

の
北
海
道

小
喪
物
慣
指

敷

の

一
部

な
な
す
も

の
て

あ
.り
、

そ
あ

二
十

五
年
九
月

よ
り

二
十

穴
年
六
月

に
至

ろ
結
果

が
、
前
掲

「
商
況

速
報
」

第

五
十

一
號

(
二
十

六
年

八
月

一
日
-
當

時
は
旬
刊

)

に
爽

表
さ
れ

た
が
、

そ
れ
以
後

は

公
表

さ
れ

て

い
な

い
。

し
か
し
北

海
這
新

聞
鴛

「
北

海

道

年

鑑

(
昭

和

二
十

八

年

)
」

一
三
五
頁

に
に
、

二
十
七
年

六
月
ま
で

の
結

果

を
用

い
て
、
清

費
財

物
慣

の
動

き
が
分
析

さ
れ

て

い
ろ
。

13

こ

の
他

に
な

お
未

嚢
表
で

は
あ

る
が
、

物
債
魔
第

一
部
調
査
課
調

の
、

二
十

五
年

九

月
六
日

の
東
京

都
債
格

な
基
準

と
す

る
各

都
市
別
滑

費
財
市
場

債
格

指
敷

の
札

幌
市

に
關
す

る
も

の
が

あ

る
。

そ

の
こ
十

五
年
九
月

第
三
遍

よ
り

二
十

六
年

四
月
第

一
週

に
至

ろ
指
数

値
は
、
通
商
産

業
省

調
査

統
計

、部

調
査
課

「
調
査
報

告
」
第

六
十

五
號

、
七
七
-

七

八
頁

か
ら
知

る
こ

と
が
で
§

る
。

(
M
)

87

こ
れ
ら

の
指
数
を
第

一
表

と
同
じ
期
間

に
つ
い
て
示
す
と
、
第

四
表

の
よ
う
に
な

る
が
、
前

者
は

二
十
六
年
奉
均
基
準

で
あ
る

の
で
、

4

札

幌

市

の

物

債

指

敦
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學

討

究

億
三
巻

第
四
號

こ
れ
と
比
較

し
や
す

い
よ
う

に
、
各

指
敏

の
二
十

六
年
李
均
を

一
〇
〇
と
す

る
形

に
改

算
す

る
と
第

五
表
を
う

る
。
第

一
表

の
総

合
指
数

は
、
二
十

六
年

五
月

・
九
月

・
二
十
七
年

三
月

・
七
月

の
四

つ
の
頂

顯
を
も

つ

て
攣
動

し

て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
す

、
第

五
表

の
指
敏

は

へ

い
つ
れ
も

そ

の
頂
融
を

こ
れ
と
同
じ
く
せ
す
、
叉
①
働

働

は
全
く
同

一
の
デ
ー
タ

に
も

と
づ
き
、
か

っ
計

算
方
法
を
同
じ
く
し

て
い
る
に

　
め

　

か
か
わ
ら
す

、
探
用
品
目
を
異

に
し

て
い
る
た

め
、
か
な
り

の
相
違

を
示
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
も

と
よ
り
、、
消

費
者
物
償
指
数

と
消
費
財

物
慣
指
敷
と
は
、
前
者

が
滑
費
財

の
み

な
ら
す
各
種

の
料
金

の
動

き
を
も
含
む
黙

に
お

い
て
、範
園
を
異

に
す
る
と

は

い
え
、
重

要
な
す
な
わ

ち
購

買
額

の
多

い
消
費

財

の
償
格
攣
動

を

重
覗
し
な
け
れ
ぽ

な
ら

ぬ

と
い
う
黙

に
お

い
て
、
爾
者

の
間

に
差
異

が
あ

　表

る

べ

き

筈

は

な

四

い
。

こ

の
意
味

に

第(

お

い

て
、
前

掲

註

の
品

目
構

成

と
後
出

第

六
表

の
品

目

構

成

を
封

比
す

る
と
き

、
既

存

指

数

を

改
善

す

べ
'き
方

向

が

お

の
す

か

ら
明
ら

か

と
な

る

で
あ

ろ

う
014

前
註
7

・
8

・
9

・
11
に
掲
げ
兼
資
料

に
よ
る
。
た
だ
し
①

に
つ
い
て
に
該
賢
料
中
の
指

敷

計

算

に
若
午

の
誤
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、

て1) (2) (3) (4)

26年1月 250.0 236.1 472.4 75

2 262.7 272.7 477.4 77

3 266.3 240.1 516.6 75

4 270.4 乏51.0 492.5 78

5 270.0 255.7 506.2 81

6 276.5 270.5 509.0 84

7 265.1 258.b 517.8 81

8 254.6 261.8 519.6
、 85

9 299.2 259.5 522.3 90

10 285.8 267.4 538.2 93

11 287.5 274.3 544.3 91
、

12 288.6 283.8 538.5 85

27年1月 289.9 289.0 556.4 97

2 299.2 287.3 556.2 99

3 293.0 284.7 550.4 91

4 289.9 284.5 538.3 91

5 284.1 274.4 551.3 89

6 304.3 300.4 617.8 95

7. 300β
'

283.1 593.6 95

8 30L4 301.4 593.6 105

9 284.3 283.1 586.2 91

488



ノ

「
北
海

道
年
鑑
」

に
掲

載
さ
れ
て

い
る
も

の

(
二
十
八
年

版

五
五
〇
頁

)

に

よ
つ
て
補
正

し
れ
。

15

勿
論

こ

の
相
違

に
鴨
①

と
③

と

の
基

準

が
等
し
く

な

い
こ

と
に
も
基

因
す

ろ
。

し
か
し
假

り
に
爾
者

の
墓
準
時
為

同
じ
く

し
六
と

し
て
も

(
例
え
ば

「
本
道

の
物
便
指

敷

に
關
す

る
研

究
①
」

七
三
ー

七
五
頁

の
試
算

な
参

照
)
、

同

一
の
デ
t

タ
に
よ

つ
て
作

成
さ
れ

た
も

の
と
は
思
わ
れ

ぬ
よ
う

な
、

(第 五 表)

(1) (2) (3) (4)

26年1月 92.2 90.5 92.1 90

2 96.9 104.5 93.1 93

3 98.2 92.0 100.7 90

4 99.7 96.2 96.0 94

5 99.6 98.0 98.7 98

6 102.0
響

103.7 992 101

7 97.8 98.9 101.0 98

8 、93.9 100.3 101.3 102

9 110.3 99.5 101.8 108

10 105.4 102.5 104.9 112
ノ

11 106.0 105.i 106.1 110

12 106.4 108.8 105.0 102

27年1月 106.9 110.8 108.5 117

2 110.3 110.1 108.4 119

3 108.0 109.1 107.3 110

4 106.9 109.0 105.0 110

5 104.8 105.2 107.5 107

6 U2.2 115.1 120.5 114

7 110.9 108.5 115.7 114

8 ユ11.1 115.5 115.7 127

9 104.8 108.5 114.3 110

愛

動
態

様
上

の
差

異

な

示
」丁

の
一て
あ
ろ
。

お

の
お

の
の
類
別
指

敷

に

つ
い
て
も
同
様

の

こ

と

が

い
え

工

℃つ
o

附

言
す

れ

ば
、

二
十

一
年

一
月

二
十
日

と

か
、

二

十

二
年

一
月

二
十
日

と
か

の
盟
工

基

準
時

の
煽選
掻
}に
、

當
時

の
自
由
便
絡

の

も

つ

性

質

か
ら

し

て
、

そ

の
基
準
時

の
挾

さ
か
ら

必
然
的

に
考

え
ら
れ

る
と
こ

ろ

の
偏

り
な
導

入
す

ろ
こ

と
に
な

つ
て
、
穏

當
な
も

の
と
は

い

い
え
ぬ
で

あ

ろ
う

。
特

殊

な
偏
り

な
沿
…極

化
す

る
と

い
う
意
味

に
お

い
て
、

一
年

以

上

の
ブ

ロ
ー
ド

・
べ
ー
ス
な
探

用
す

べ
§
で

あ
ろ
う
。

曳

95

改
正
消
費
者
物
償
指
敏

の
探
用
品
目

は
、

一
般
消
費
者

の
家
計
総
支
出
額

の
な
か

で
重

要
度

の
大
き
な
も

の
、
購
入
頻
度

が
多
く
か

つ

永
綬
性

の
あ

る
も

の
止

い
う
よ
う
な
鮎

に
主
眼
を
お
き
、
家
計

浩
費

の
封
象

と
な

る
全
品
目
を
充

分

に
代
表

で
き
る
上

う

に
、
ま
た
各
都

89

市

の
消
費
事
情

を
充
分

に
代
表
し
う

る
よ
う

に
配
慮

さ
れ

て
お
り
、

ウ

エ
イ

ト
は
各
都
市

の
溝
費

實
態
調

査

の
支
出
金
額

比
牽
を

用
い
て

4

札

幌

市

の

物

便

指

教

纏

'



亀

商

學

討

究

第
三
唇

あ
る
。
從

つ
て
こ

の
指

数

の
品
目
中

に
あ

つ
て
、
ウ

エ
イ
ト

の
大

き
な

も

の
程
重
要
な
代
表
品
目

で
あ
る

と
み

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
第

六
表
は
札
幌

市
指
敏

の
晶
目
と
そ
の
ウ

ェ
イ
ト
構

成

で
あ
り

、
参
考

ま
で
に
東

京
都

の

(
16

)

・
そ
れ
を
附
記
し
た

の
で
あ
る
。
た
だ

し
同

一
品
目
中

に
二
つ
以

上

の
銘
柄

を
含

み
、
か

つ
各
銘
柄

が
そ

の
ウ

エ

イ
ト
を
等
分
し

て
い
る
も

の
は

一
括

パ
リ

　

し
た
。
札
幌
市

は
東
京
都

の
指
数
よ

り
品
目
が

一
つ
少
な
く

、
二
百

一
晶

目

で
、
ウ

ェ
イ
ト
の
配

分
を
う
け

て

総
合
計
算

に
参
加
す

る
個
別
指
数
は

(
13

)

二
百
四
十

一
を

算
え
る
。

こ
の
う
ち
ウ

エ
イ
ト
の
値

が
五
+
を

越

え
る
も

の
で
、
前
記

の
消
費
財
物

便
指
数

に
探
用

さ
れ
て
い
な

い
も

の

第

四
耽

.

、

、

%

(第 六 表)

東 京 都
ウエ イ ト

札 幌 市
ウエイ ト
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3・精

〃
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〃
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(配)
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(配)
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(配)

粉(闇)

(配)

5.干 う ど ん(闇)

.〃 『(配)

6.食 パy(闇)

〃(配)

7・コ ツペ バ ン(闇)

め

食

(〃

主(b.)非

 

●



餅

札

幌

市

の

物

償

指

敷

97

あ さ り

に ま ぐ リ

21.か

22.し

23・ 煮

24・ す

25.鋭

き

み

干

あ

け

じ

る

さ

26.か つ お 節

27・削 り 節

回 肉 類

28.牛 肉(2)

29.豚 肉(2)

30.鶏 肉

31.ノ ・ ム

困 獣 乳.鳥e卵

32・牛 乳

33.粉 ミ ル ク

34.rt

35・縞

国 野

36.大

37.あ

タ

ず

卵

茶

豆

琶

38.う づ ら 豆

39・甘 し よ

40・馬 れ い し よ

41.キ ヤ ベ ツ

42.ほ う れ ん 草

43.白 茶

44.ね ぎ

45・里 芋

491・

8

2

7

6

0
/

2

ー

ノ0

3

1
凸

(220)

38

160

11

11

(250)

58

4

55

133
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2

8

4

9

1
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2

8

■■

FO

Q
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00

4

り
μ
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ウ
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り
臼
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0
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∩
0
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〇
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凸
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轟

(268)

122

114

16
1
16

(304)

94 .

12

23

175

(575)

7

24

5

78

51

35

36

36

47

23

46.大 根60

47.カ 、 」乙ミ2

48.1こ ん じ ん(2)'14

49・ご ぼ う17

50。玉 ね ぎ51

51Dカ 、lfち や9

52◎{き う り181

53,な す27

54.ト マ ト16

姻 乾 物(65)

55.干 し いt二 け ・7

56.干 ホiう4

57・Fの
.、り(2)32

58・干 わ か め ・5、

59.こ ん ぷ5

60.切 干 大 根5

61.と ろ ろ こ ん ぷ7

囚 煮 物 漬 物(380)

62.豆 腐101

63.油 揚81

64・納 豆45

65.こ んr.や く21

く66.こ ん 咽言ミつ くナご煮2

67.澤 あ ん づtJ8

68.幅 漏申 づOJl6

69・梅 干8

70.さtlヵLん 詰15

71.竹 輪31

72.さ っ ま 揚19

73.切 い か 佃 煮9

ラ

36

11

%

17

35

9

46

30

25

77

4

4

58

7

4

(

(484)

133

88

ω

17

24

42

16

11

ユ8

47
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41

06

5

93

62

27

5

6

13

93

12

40

10

46

79

02

01

23

。。
。。

17

17

8

12

31

7

21

06

-
占

噌-

り
臼

-
占

(

100.ピ ー ル

101.ウ ィ ス キ ー・■・・

102● 焼 ちc9》 う

図 飲 料

103.番 茶

104.Sん 茶

105.紅 茶

106.サ イ ダ ー

21

7

48

(96)

9

72

4

11

(∬.)被 胆(1S38)

107.男 子 背廣 服〈夏)12

〃(冬)45

108.男 子 生 徒 制服34

109.背 廣 長 ズ ポy(2>64
のの

110・ 男 子 シヤ ツ(合)10

〃(夏)24

〃(冬)磁

111.男 子yイ シ ヤ ッ75

112.男 子 ズfiey下(2)24

113.絹 ,地(2)119

114・ 人 絹 地28

115.禾 綿 地(3)186

116.ネ ル 地32

107.毛 織1地(3)132

118・ ・"ナm界0

119.綿8

120.ぬ い 糸'16

121・ 毛 .糸(2)220

122・IP胃 子4

123.ネ 〃 タ イ20

商

學

討

究

第
三
巻

第
四
號

冨

弱

6

9

㎜

6

露

酌

m

鷺

薯

騒

2・

鷲

豊

豊

9・

4

m

柳

(

、
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物

便
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12〈』男 子 くつ 下(2)

125・婦1人 く つ 下(2)

126・ 男 子 足 袋

127.ma人 足 袋(2》 ・

128.皮 短 ぐ つ(男)

〃(女)

129.運 動 く,つ

130.く つ 墨

131.=ま げ た(男)

〃(女)

132・ 子 .僕 げt;(2)

133.婦 人 草 履

134・ 洋 が さ(男)

〃(女)

135.抱 き か ば ん

136.neタy

137.仕 立 代

ユ38.ttん た く 代

139.く つ 修 繕 代

140.男 子 ゴ ム長 ぐつ

熱

代

代

勾

炭

恥

炭

チ

く

く

炭

春

氣

ス

ん

ツ

光

電

ザ

木

れ

㎝

蹴

瑚

蜘

ま

石

マ

必

妬
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10

2
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5

74
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9

24

融

18

39

5

22
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7
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11
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(vr.)tS居

ぱ)家 賃 地 代

147.家 賃

148.間 代

回 佳 宅 修 繕

149・ く 、 ぎ

150.才 こt:み 表

151.板 ガ ラ ス

152。 障 子 紙(2)

153.板 材

154.角 材

囲 水 道 料

155.水 道 料

目 家 具 什 器

156.飯 茶 わ ん

157.湯 飲 茶 わ ん

158.さ ら

159.な,ぺ

160.や ヵ、 ん

16Lバ ケ ツ

162.こ ん ろ

1163 .電 球

164.座 敷 ほ う 告

165e食 卓

166.洋 服 六 ん す

(V・)雑 費

㈲ 保 健 衛 生

167・感 胃 藥

168.胃 腸 藥
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は
、
食
料
十

一
品
目
、
被

服
六
品
目

(
う
ち
料

金
二
)
、
光
熟

一
品
目
(
料

金
)
、
佳
居

二
品
目
(
う
ち
料
金

一
)
、

{雑
曹
ハ九
ゴ
開
目

(
う
ち
料
金
六
)
と
な

つ
て
い
る
。
ま
た
前
記
四
指
敏
は

と

も

に
、
総
合
指
数

の
他

に
類
別

指
敏

を
も
計

算
公
表
し

て
い

る

の
で
あ

る

か
ら
、

重
要
な
品
目
を
逡
鐸
す

る
と

い
う

こ
と

の
他
に
、
分
類

に
も
適
當

な
配
慮
が

必
要
な

こ
と

は

い
う
ま

で

(
19

)

も

な

い

。

16

東

京
都

の
品
目
及
び
ウ

ェ
イ
ト
配

分

に
、
細

理
府

統

計
局

「
小
賢
物
復

統

計
調
査
報

告
」

(
第

一
貌
)

一
四

五
1

】
四

八
頁

に
よ
る
。
札
幌
市

指

敷

に
闇
㎜す

う
も

の
は

山木
だ

公
衷

さ
れ
7

て

い
な

い
、
、
こ

、
に
掲
げ

六
も

の
に

統

計
局

圓
書

館
相
談
係

の
御
好
意

に

よ

る
。

17

す

な
わ
ち
、

8
に
本
ま

ぐ
ろ
と
誉 當 敏 な 、 料
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'

わ

だ
、
17

に
ま

だ

い
と
れ

ん
こ
だ

い
、
28

・
29

に

ロ
ー
ス
と
中
、
46

は
時

な

し
と
侵
,
48

に

三
寸
と
長
、
57

は
上

と
中
～

89

は
鹿

と
瓦
、
兜

は
紅

玉

と

國
光
、
靭

・
m

・
珈
に
夏

と
冬
、
鵬

は
銘
仙

と
富

士
絹
、
m

ほ
金
巾

と
キ

ヤ
ラ

コ
と
晒
木

綿
、
m

は

オ
ー
バ
ー
地

と
ウ
ー

ス
テ

ッ
ド
と

サ
奮
ジ
、

皿

は

並

太

と
中
細

、
以
に
純

毛
と
綿
、
塒

は
絹

と
綿

、
窺

は
男

と
女
、

螂

・
幽

は
堅
と
雑
、

囎

に
巻
と
枚
で

お

の
お

の
品
目

の
ウ

ェ
イ
ト
な
尊
分
す

る
。
れ

だ

し
札
幌
市

の
m

・
珈

・
競

の
揚

合
は

ウ

ェ
イ
ト
が
奇
敷
な

の
で
、
仙
銘

六
十

・
富
士
絹

五
十
九

と
、

夏
十

五

・
冬
十

四
及
び
巻

二
十

鰍
枚

十
九

に
分

け

て

あ
る
。

ま
れ
17

(
t

い
)

は
東
京
都

と
異
な
り
銘
柄

を

二

っ
と
ら

な

い
。

18

東
京

都
と
共
通

の
も

の
に
百
、九

十
四
品
目
で

あ
り
、

札
一幌
市

の
み

の
も

の
が
七
品
目
で

あ
ろ
。
・な

お
東
京
都

指
敷

の
授
岨莱
料

は
、

大
學

國
立

・
大
學

公
立

・
大
學

私
立

・
高
校

私

立

・
中
學

私
立

の
六
償

格
な

生
徒

数

に
よ

つ
て
加

重
平
均

し
、

雑
誌

代
に
申
央
公
論

・
交
藝
春

秋

・
主
婦

の
友

・
少
年

ク

ラ

ブ

・
キ

y
グ

の
五
債
格

な
算
術

卒
均

し
、

映
冑

観
鹿
料

は
邦

欝
封
切
館

3
洋
欝
封
切

館

・
二
番

館

の
三
債
格

な
算
術

亭
均

し

て
そ

の
品
目
便
格

と
し

て

い
る
。

札
幌
市
も

そ

の
方

法

に
準
じ

て

い
ろ

の
で
あ

ろ
う
。

ま

た
精
米

・
も

ち
米
な
除
く

主
食

品
目
は

二
十

七
年
六

月
、

砂
糖
は

同
年

四
月

に
統
制
撤
慶

に
な
り
、

そ
の
後

の
指
敏
計
算

に
お
い
て
は
銘

柄
な

二

つ

に
分

け
ず
、

配
給

・
闇

の
基

準
時
購

入
量

に
よ

る
加

重
李
均
償
格

な
基

準
時
債

格

と
し
て

い
ろ
。

(
前
掲

「
小
蜜
物
便
統
計
調

査
報

告
」

一
四

八
頁
参

照
)

從

つ
て
札
幌
市

の
現
在

の
個
別
指
敷

は

二
百

三
十

五
個

と
な

つ
て

い
る
で

あ
ろ
う

。

'

19

例

え
ば
指
敷
①

の
主
食

に
大

豆

・
小
豆
、

②

の
主
食

に
大

豆
、

燭

の
主
食

品
に
大
豆

・
小
豆

・
馬
鈴
薯
が
含
ま

れ

て

い
ろ

の
11
最

早
時
代

逞
れ
で

あ

ろ
う
し
、
ま

六
①

の
嗜
好

品

に

ア
ル

コ
ー

ル
が
、

調
味

品
に
鵡

卵
と
牛
乳

が
入

り
て

い
る

の
は

不
滴

切
て

あ

ろ
う
。
②

の
調
味
料
中

の
卵

も
同
檬
。
…田

の
果
實
な
り

ん
ご

一
品
目

に
よ

つ
て
代
表

さ

せ
て

い
る

の
も

好
ま

し
く
な

い
で

あ
ろ
う
。
(
註
10
参

照
)

し
か

し
清
費
者
物

債
指
敷

が
煙

草
を
難

費
中

に
含

め
て

い
る
の
は

反
常

識
的
で

あ
り

、
ミ

れ
は
①

・
働

の
ご
と
く
嗜
好

品
中
に

ま
と

め
ら

る

べ
き
で
あ

ろ
う

。
ま
れ
、
食
料

・
被

服

・
光
熱

・
佳
居

・
雑

費

と

い
う

大

類
別

に
、
滑
費
實

態
調
査

も
し
く

は
家
計

調
査

の
結

果
と

タ
イ

ア
ッ
プ

さ
ぜ
る
場

合

に

の
み
適

切
で

あ

つ
て
、

よ
り

一
般
的

に
は
、

食
料

(
こ
れ
を
適
宜

に
中
分
類

し
)
・
被

服
(
こ
れ

な
衣
料

品

と
身

廻
品

に
分
け
)

・燃
料

・
日
用
難
貨

・
料

金

と

い
う
工
う

な
類

別

の
仕

方

の
方

が
穏
當
て

あ

ろ
か
も
し
れ
な

い
。

＼
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し
か
し
何

に
も
ま
し

て
最
大

の
欠
階

は
、
こ
れ
ま

で

の
指
敏

が
ウ

エ
イ
ト
に
つ
い
て

積

極

的

で
な
か

つ
た

こ
と

で
あ

る
。
す

べ
て
の

964

品
目

の
償
格
攣
化
を
同
等

の
重
要
性
を
も

つ
て
み
る
、
と

い
う

こ
と

の
不
合
理

さ
は
論
す

る
ま

で
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
が
同

時

に
、

ウ

エ

イ

ト
の
問
題

は
、
理
論
的

に
も
未
解
決

の
問
題
を

多
く
含

み
、
か

つ
實
際

の
基
礎

デ
ー
タ

の
獲
保
が
容
易

で
な

い
と

い
う
貼

か
ら
し

て
、

誠

に
厄
介
な
事
柄

で
あ
り
、
そ

の
た

め
に
札
幌

市

の
み
な
ら
す
道
内

の
殆

ん
ど

の
物
償
指
敏

に
よ
つ

て
と
り
上
げ

ら
れ
な
か

つ
た
と
も
考

え
ら

れ

る
。
だ
が
技
術
的

に
い
え
ば

、
物
贋
指
敏

の
ウ

エ
イ
ト
は
要
す

多
に
、
重
要
な

る
商
品

の
爪
'さ
な
償
格
攣

化
が
重
要
な
ら
ざ

る
商

品

の
大

き
な
慣
格
攣
化

に
よ

つ
て
不
當

に
相
殺

さ
れ
な

い
よ
う
に
、
概
略

的
な
援

大
と
縮
少
を
各

個
別
指
敏

の
攣

化
態
様

に
附
與
す

る
こ

と

に
他
な
ら
な

い
。
絶
封

に
正
確

・
精
密
な

る
ウ

ェ
イ
ト
配
分

は
不

可
能

で
あ
り
、

か
つ
そ
れ
自

禮

不

必

要

で
あ
り
無
意

味

で
す
ら
あ

る
。
何
故
な
ら
ば
、
あ
ま
り

に
多
く
品
目
を
探
用
す

る
こ
と
は
煩
雑

で
あ
り
、
類
似
品

は
あ

る

一
つ
の
も

の
を
も

つ
て
代
表

さ
せ

て
充
分

に
赦

果
が
あ
り
、
ま
た
各
商
品

の
重
要
性
は
時
間

と

と
も
に
必
す
攣

つ
て
ゆ
く
か
ら

で
あ

る
。
加
え

て
ウ

エ
イ

ト
を
あ
ま
り

に
細
く

分
割

し

て
、
極

小
ウ

ェ
イ
ト

の
品
目
を
作

る
な
ら
ば
、

一
〇
〇

を
基
準
と
し

て
せ
い
ぜ

い
小
歎
鮎

一
位
ま

で
し
か
あ
ら
わ
さ
な

い

総

合

指

敏

(
20

)

に
、
殆

ん
ど
何
ら

の
影

響
を
も
與

え
な

い
可
能

性
を
生

で
る
か
ら

で
あ

る
。
物
贋
指
数

理
論

に
お
け
る
ウ

エ
イ
ト

の
問
題
は
、
あ
く

ま
で

も
精
密

に
論

ぜ
ら

る
べ
き

で
あ
ろ
う
、
し
か

し
な

が
ら
、
實
際

の
ウ

エ
イ
ト
は
、
糧

績

し
う
る
概
略
性
、
す
な
わ
ち
各
商
晶
重
要
度

の
あ

る
程
度

の
小
攣
化
を
許
容

し

う
る
よ
う
な
概
敏
、
及

び
理
解
し
易

い
簡

明
性
、
獲
表

を
迅
速

に
す

る
た

あ

の
簡
使

性
を
も

つ
た
概

数

で
よ

い

の
で
あ
り
、
そ
れ
で
足
り
る

の
で
あ

る
。
恐
ら
く

一
萬
軍
位

の
指
敏

ウ

ェ
イ
ト
配
分
を

、

一
千
軍
位

に
切
り
上
げ

て
も
、
最
絡
的
な
総

合
結

果

に
殆

ん
ど
弟
異

を
及
ぼ
さ
な

い
で
あ
ろ

う
。
百
輩
位

に
切
り
上
げ

て
す
ら
、
あ

る
程
度
ま
で

一
萬
箪
位

の
指
敏

に
追
随
す

る
こ
と

が
可
能

で
あ
ろ
う
。
考
之
て
み
れ
ば

、

一
萬
軍
位

の
ウ

エ
イ
ト
も
+
萬
翠

位
も
し
く
は
そ
れ
以
上

の
も

の
の

一
つ
の
省
略

し
た
形

に
他
な

ら
な

い
。
結
局

現
實

の
無
限

の
複
雑

さ
か
ら

の
省

略
を
ど

の
鮎
ま

で
進

め
る
か
と

い
う

こ
と
が
、
ウ

ェ
イ
ト
配

分

の
問
題
な

の
で
あ

る
。

し
か

し
ウ

ェ
イ
ト
な
し

の
軍
純
亭
均

と
い
う
方
法

は
、

こ
の
い
ろ

い
ろ
な
省
略

の
段
階

の
最
も
極
端
な

一
つ
で
は
な
く

て
、
む

し
ろ
別

系

'



列

に
属
す

る
。
何
故
な
ら
ば
、
ウ

エ
イ
ト
を
複
雑

に
す
れ
ば
探

用
品
周

の
数

は
増
加

し
、
反
封

に
簡
軍

に
す
れ
ば
、
吹
第

に
探

用

の
枠

が
せ

ば
め
ら
れ
、
多
く

の
品
目
が
同

一
ウ

エ
イ
ト
を
持

つ
た
ま
ま
残
る
と

い
う

こ
と
は
有
り
え
な

い
か
ら

で
あ

る
。
ウ

エ
ノ
・ト

の
な

い
物
償
指

　
　

　

づ

敏

は
、

い
わ

ゆ

る
陰
伏

性

ウ

エ
イ

ト
を

も

つ
た

加
重

指

敏

で
あ

り

、

ウ

ェ
イ

ト

に

つ
き
ま

と

う
難

問

題

は

、
輩
純

指
数

で

あ

る

こ
と

に
よ

つ

て
は

決

し
て
回
避

で
き

な

い
。

か

く

て
實

際

の
技

術

的
な

面

よ
り
す

る
指

数

ウ

エ
イ

ト

の
問

題

は
、

次

の
よ
う

に
簡

潔

に
こ
れ

を
表

現

す

る

こ
と

が
許

さ
れ

る

で
あ

ろ
う

。

す

な

わ

ち

、

ウ

イ

ェ
ト

を
考

え
る

と

い
う

こ
と

は

、
ウ

ェ
イ
ト
な

し

の
指
激

の
持

つ

て
い
る
積

極

的

な

不
合

理

性

を
、

い
か

に
し

て
出
來

る

だ

け
少

な

く

す

る

こ

と
が

出

來

る
か

と

い
う

、
最
少

限
度

の
浩
極

的

な
工

夫

で
あ

る
と

。

20

総
合
指
数
が
小
敷
貼

一
位
未
満
な
四
捨
五
入
す

う
と
す
れ
ば
、
一
萬
軍
位

ウ
ユ
イ
ト

の
指
数
の
中

の
各
個
別
指
敏
が
、
、
・
の
総
合
指
敷
に
何
ら
か
の
影

響
な
與
え

ろ
れ
め
に
は
、
ウ

エ
イ
ト

一
の
品
目
は
少
く
と
も
五
〇
〇
以
上
の
、
ウ

エ
イ
ト

一
〇
の
品
目
は
五
〇
以
上
の
墜
動
が
そ
の
指
数
値
に
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

,

21

箪
純
総
和
法
は
、
基
準
時

P
軍
償
な
ウ
エ
イ
ト
と
し
敦
加
重
算
術
平
均
法
に
等
し
く
、
軍
純
算
術
李
均
法
は
、
基
準
時
の
翠
債

の
逆
敷
で
加
重
し
六

加
重
総
和
法

に
等
し

い
。

第
七

表

は

、
既

述

の
指

数
①

の
六
十

三

品

目

の
中
か

ら

、

消

費
者

物

領
指

敏

の
品

目

に
共

通

し

て

い
る
も

の
を

選

び

出

し

た

の
で
あ

る

が

、
淘

欄

は
沿

費
者

物

慣
指

敏

に
お

い

て
配

分

せ

ら

れ

て

い
る

ウ

エ
イ
ト

で
あ

つ

て
h

こ

の
よ

う
な

差
異

を

看

過

し

て
す

べ
て
を

同

一
覗

す

る
こ
と

の
不
合

理
は

、
該

指

数

の
利

用

慣
値

を

い
ち

ぢ

る
し

く

低

め

て

い
る
根
本

原

因

と

い
わ

な

け
れ

ぱ

な

ら
厳

い
。
そ

こ

で

い
ま
試

.

み
に
、
勾

欄

の
値

に
○

・
〇

二
を

乗

じ

小
数

黙

以

下

を

四
捨

五

入

す

る
と

い
う
省

略

切

上
げ

を
行

つ
て

み
る

と
、
{均
欄

の
よ

う

に
な

り

、

ウ

エ
イ

ト

の
総

和

は
七

十

五
、

三

十

三
品

目

の
み
が

枠

内

に
入

つ

て
く

る
。

し
か

し
銘

仙

・
晒
木

綿

。
サ

ー
ジ
は

そ
れ

ぞ
れ

、
消

費
者

物

慣
指

数

に
あ

つ

て
は
絹

地

・
木
綿

地

・
毛
織

地

の

一
銘

柄
を

な

し

、

そ

れ
ら

の
品

目
自

髄

と
し

て
は

ウ

ェ
イ

ト
が

二
倍

も

し

く

は

三
倍

で

あ

る
か

ら

、

お
,の
お

の

に
特

に

一
す

つ
割

増

し

を
與

え

る

こ
と

と

し
、

更

に
バ

ツ

ト
も

そ
れ

が

屡

し

て
い
る
品

目

は
大

き
な

ウ

ェ
イ

ト
を

覧

97

031

持

つ
て

い
る

の
で
、

ウ

ェ
イ

ト
を

一
に
し

て
新

た

に
と

り

入
れ

る

こ
と

に
し

よ

う

。

か

く

て

ウ

エ
イ

ト

の
合

計

は
七

十

九

と

な

る
が
、

こ

4

札

幌

市

'
9

物

慣

指

数
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剛

葡

駒

豆

豆

根

ッ

参

う

ぎ

二

ご

肉

肉

肉

か

ろ

、
、

し

め

鮭

い

油

吟

塵

(

(

(

(

.

し米米粉べ♪ぽねい

ん

ぐ

わ

う

れち変萎ヤ,れ

,

う◎「

白

も

小

大

小

大

キ

人

ご

玉

馬

り

牛

豚

鶏

い

ま

糞

い

す

塵

か

醤

味

食
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●

∴
酵
縫
雛
搾
躍
馨
曝錨
奮
融
雛
蕪
舗
藁
雛
r霧
場
糞
学

ぱ
、
第

八
表

の
結
果
を
う
る

(
参
考
ま

で

に
、
該
資

料
に
よ
る
二
十
六
年
李
均
慣
格

は
第

七
表
働

欄

の
ご
と
し
)
。
こ
の
結
果

と
、第

五
表

⑳
欄
及
び
第

一
表

総
合
指
数

の
三
者

を
比
較

し
た

の
が
、
第

三
圖

で
あ

る
。

`

(第八表)

αρ

釦

69

衡

篇

鴇

冊

楓

66

姫

印

U

9

9

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

26年1月

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

え

つ
て
そ
れ
を
よ
り

一
歩
前
進

せ

し
め

て
い
る
と

い
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た

二
十
六
年

一
ヶ
年
間

に
お
け
る
攣
化
態
様
が
、

り

に
溝
費
者

物
償
指
敏

に
近
接

し
て
い
る
こ
と
は
、
若
干

の
重
要
商

品

の
公
定
慣
格

の
攣

化
と
、
重
要
な

料
金

の
動

き

で
容
易

に
過
去

の

デ

ー
タ
を
集
め
う
る
も

の
と
を
附
加
し

て
、
札
幌
市

の
消
費
者
物
憤
指
敏
を
二
十
五
年

十

二
月
以
前

へ
延
長
せ
し
め
る
、

と

い
う
興
昧
あ

(
22

)

る

試

み

の
可

能

性

に
山

つ

の
光

を

與

え

る

と

い

い

え
な

い

で

あ

ろ

う

か

。

、

'

22

二
十
六
年

以
降

の
デ

ー
タ
に
調
す

る

リ
ア

ル

・
タ
ー
ム
還

元
に

つ

い
て
は
、

今
後
最

早

全
都
市

指
数

を
援
用
す

う
と

い
う

苦
肉

の
策

な
用

い
る
必
要

に
な

く
な

つ
六
の
で
あ

る
が
、
分

析
す

べ
§

デ
ー

タ
が
そ
れ
以
前

の
期
間

に
も
ま
六

が

つ
て

い
る

よ
う
な
揚

合
に
に
、

そ

の
期
間

に

つ
い
て
に
再

び

全

都
市
指

敷
な
使
用

し
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
の
で

に
な
か
ろ
う
か
、

そ

し
て
そ

の
二

つ
の

デ
フ

レ
ー
タ

ー
の
問

の
蓮
絡

な
ど

の
よ
う
に

考
え

ね
ば

な
ら

な

い
か
、

と

い
う
新

六
な
問

題

が
生
ず

ろ

。
二
十
二
年

か
ら

綴
績

し
て
得

ら

れ
る
と

こ
ろ

の
、
札

幌
商

工
會
議

所

の
小
質

自
由
債
格
調
査

を
利
用

し
て
、
・

粗
雑

な

が
ら
札
幌
市
指
敷

な
さ

か
の
ぼ

ら
し

め
る

こ

と
が
で
琶

る
な
ら
ば
、
實

に
好
ま

し

い
・
、
と
で

は
な

か
ろ
う
か
。

い
う
ま

で
も
な
く
、

こ
れ
は
文
字
通
り

一
つ

の
試
算

に
す
ぎ
な

い
。
軍

に
小
費

商
況

の
關
係
指
標
と
し

て
さ
え
、
三
十

五
品

目
は

余
り

に
僅

少
で
あ

つ
て
,
こ
こ
で
除

外
し
た
諸
品
目

の
代
り

に
、

今
迄
と
り
上
げ
ら
れ

て
い
な

か

つ
た
多
く

の
重
要
品
目
を
導
入
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
指
敏
①
　と
全
く
同

一
の
債
格
資

料
を
用

い
、
し
か
も
そ

の
探

用
品

目
を
孚
敏
近
く
捨

て
な
が
ら

、
實

は
か

か
な

●

セ

、
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1

電
氣
代

・
公
定
家
賃

・
入
浴
料

・
理
髪
料

・
電

車
賃

。
汽

車

賃

・
授

業
料

・
新

聞
代

・
雑
誌
代

・
ラ
ジ

オ
聴
取
料

・
映
寳

親

賢
料

な
ど
に

、

二
十

二
年
ま

で

の
デ
ー
タ
な
容
易

に
求

め

る
こ
と
が
出
來

よ
う
。

「
札
幌
市

小
賓
自

由

物

債

表

」

に

は
、

二
十

五
年

七
月

ま
で

公
定
償
格

が
併

せ
揚

載

さ
れ

て

い

ろ
、

そ

の
後

の
分
な
補
完
す

る
.、
}
と
は
容
易

で
あ
ろ
、洗
。

五

■
も

つ
と
も

、
札
幌
市

の
物
橿

の
動
向
が
北
海
道

の
そ

れ
を
代
表
す

る
も

の
で
あ

る
か
、
と
い
う

こ
と

に
つ
い

て
は
問
題
が
残

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も

現
在

の
と
こ
ろ

こ
れ

を
解

く

べ
き
適
切
な
資
料

は
な

い
、
と
噺
言
す

る

こ
と
が
許

さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
成
程
、
い
わ
ゆ

る
北
海
道

全
艘

の
総

合
李
均
指
敏

の
ご
と
き
も

の
が
若
干
作
ら
れ

　

て
い
る
。
例

え
ば
、
小
費
物
憤

で
は
札
幌
商

工
會
議
所

(
23

)

の
全
道
総
卒
均
指
数
、
北
海
道
商
工
部
商
務
観
光
課
の

(
24

)

北
海
道
小
費
物
便
指
激
、
卸
費
物
償
で
は
同
課
の
北
海

道
卸
費
物
償
指
敏
囑
ガ
た
少
し
く
趣
き
を
異
に
し
た
も(讐

の
と
し
て
、
北
海
道
新
聞
肚
政
経
部
の
総
合
物
慣
指
敏

501

 

曾
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な

ど
が

あ

る
。

し
か

し
な

が

ら

、

い
す

れ

の
指

敏

も

そ

の
構
造

に
欠
陥

が

あ

り

、

こ

の
目

的

の
た

め

に
充

分
役

立

ち

う

る
も

の

で
は
な

い
。

23

前
出
註
8
参
照
。

24

前
出
註
12
黍
照
。

25

前
出
註
6
参
照
。

26

註
11

に
も
賜
れ
れ
よ
う

に
、
こ
れ
は
滑
費
財
小
費
物
債
と
生
産
財

卸
費
物
債
と
輸
出

・
入
物
償
と

の
四
指
敷
な
加
重
準
均
し
表
も

の
で

あ
り
、
前

二
者
は
札
幌
市
に
關
す
う
も

の
で
あ
ろ
。

第

四
圖
は
第

一
表

と
第

三
表

に
も

と
づ
き
、
札
幌

市

の
消
費

者

物
償
指
敏

と
帯
廣
市

の
そ
れ

と
を
樹
比
し
た

の
で
あ

る
が
、

道

内
各
都
市
間

に
お
け
る
物
慣
態
様

の
差
異
が
も

つ
複
雑

さ
の

一
端

を
あ
ら

わ
し
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
が
出
來
な

い
で
あ
ろ

う
か
。

こ

の
面

に
關
す

る
分
析

を
お
し
進

め
る
た

め
に
は
、
現

在
各

市
町

の
商

工
會
議
所

で
行

わ
れ

て

い
る
物
償
調
査

の
債
値

・を
高

め
る
意
味

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら

に
お
け
る
品
目

の
調
整

と
ウ

エ
イ
ト

の
設
定

に
力
を
そ
そ
ぐ

べ
き

で
あ
ろ
う
。
札
幌

市

の
消
費
構
造

は
、
道
内

の
他

の
市
町

に
比

し
て
や
や
特

殊
性
を

も

つ
と
察

せ
ら
れ

る
の
で
、
札
幌

市

の
ウ

エ
イ
ト
を
そ

の
ま
ま

、

■

"

"

tO

lo

臼
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、

、

用

い
る
こ
と
は
守
き
な

い
。
参
考
ま
で

に
、
浩
…費
實
態

調
査

の
結
果

に
よ
つ

て
、

バ
リ
　

目

の
割

合

を

調

べ
て
み

る

と
、
第

九
表

の
よ

う

に
な

る

の
で
あ

る
。

(%)(第 九 糞)
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一
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認

3。
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認

記
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6
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0

8

0

7

6

811212111

ド
料食

9

1

0

9

3

8

8

845545444

幌

館

川

蘭

路

廣

見

内札函旭室釧帯北穫

道
内
八
市
に
お
け
る

二
十
六
年
平
均
の
ム倫
家
計
消
費
費

27

北
海
道
紬
務
部
統
計
課

「
北
海
道
清
費
實
態
調
査
報
告
」
二
十
山ハ
年

一
月
-

十
二
月
に
も
と
つ
く
。

更

に
そ

の
各
市

の
物
便

指
数
を
総

合
す

る
場
合

は
、
現
在
行

わ
れ

て
い

る
よ
う

に
翠
純

に
軍
均
す

る
の
で
は
な
く

、
各
市

の
人

口
比
率

に
よ

つ
て

加
重
卒
均
す

べ
き

で
あ
り
、
そ

の
よ
う

に
し
て

嚇
磨
都
市
指
数
と
し

て
と

り
ま
と
め
、
こ
れ

と
別

に
例

え
ば
指
導
農
業
協
同
組
合
連
合
調

の
農
村

物

ら
　

ソ

償
指
敏
な

ど
と
か
み
合
わ

せ

て
、
北
海
道
指
数
を
作
成
す
る

の
が
穏
當

で

あ
り
、

か
つ
利

用
上
便
利

で
あ
ろ

う
。
卸
費
物
慣
指
敏

に
つ

い
て
は
、
札

幌
市

の
も

の
を
作

る
よ
り

は
、
始

め
か
ら

北
海
道

指
激
を
目
指
し
、
そ
れ

は
各
市

の
李
均
橿
格
を
用

い
る
こ
と
な
く
、
生
産
者

に
最
も
近

い
卸
費
市

場
及
び
道

外
か
ら
輸
移

入

さ
れ

る
場
合

の
最
初

の
卸
費
市
場

の
相

場

に
よ

り
、
道
内
取
引
総

債
額

比
奉

を
ウ

エ
イ
ト
に
す

る
こ
と
が
姓
ま
し

い
で
あ

(
29

V

ろ
う
。
以
上
は
誠

に
い
う

に
易
く
行

う

に
難

い
。
あ

る
ひ
と

は
、
實
際

に

こ

の
種

の
作
業
が
直
面
す

る
難
關
を
顧

慮
ぜ
ざ
る
机
上

の
室

論
、

と
嘲
笑

す

る
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
そ

の
難
關

は
、
北
海
道
維
瀕

の
分
析

の
た

で
き
る
だ
け
早

い
槻
會

に
勇

氣
と
忍
耐
と
を
も

つ
て
打

ち
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も

の
な

の
で
あ

る
。

札

幌

市

の

物

債

指

敷

'

503

、



'

'

ヤ

、

110

商

學

討

究

第
三
巻

第
四
號

28

農

林
生
産

物
指
敷

・
家
計

用
品
指
敷

・
農

業

用

品

指
敷

の
三
種

が
あ
り
、

品
目
は
そ
れ
ぞ

れ
三
十

八

・
三
十

一

均
。

結
果

は

「
北
農
調
査

時
報

」

(
謄
爲

印
刷
)
に
魔

や
に
襲
表

さ
れ

る
。

勿
論

こ

の
指
敷
も
改

善

の
余

地
に
大

§

い
。

29

商

務
観
光
課
で

に
、

こ

の
エ
う
な

ウ

ェ
イ

ト
に
よ

る
新

し

い
指
数
准
企
衝

中
と
閉
く
。

・
四
+
五
、
基

準
は

二
十
四
年
亭
・

045

■

▼

■

、

●

ワ




